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薩摩中央家畜市場　2024年4月8日～ 9日
入場頭数 635 頭
売却頭数 619 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 306 291 897,600 206,800 550,178 287 1,914 20,297
雄
去 329 328 1,037,300 350,900 682,946 317 2,157 8,607

総平均値 620,530 円　　　
前 回 比 14,408 円　高値
総売上高 384,107,900 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
62
万
5
3
0
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
4
月
8
日
、
9

日
の
２
日
間
、
子
牛
セ
リ
市
が
あ
り
ま

し
た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
62
万

5
3
0
円
で
、
前
回
（
3
月
）
を
1
万

4
4
0
8
円
上
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
89
万
7
6
0
0
円
、
去
勢
は
1
0
3

万
7
3
0
0
円
で
し
た
。

2023年 黒毛和種の市場取引価格
順位 前年順位

都道
府県 市場名 平均価格

（円）
前年比
増減率（％）

１ 2 兵 庫 淡路家畜市場 806,031 6.5
２ 1 兵 庫 但馬家畜市場 797,190 1.4
３ 5 北海道 北海道ホルスタイン家畜市場 659,228 ▲9.2
４ 4 北海道 ホ・十勝地区家畜市場 634,479 ▲12.7
５ 3 岐 阜 飛騨家畜流通センター 632,632 ▲16.2
６ 6 北海道 ホ・南北海道家畜市場 620,592 ▲14.0
７ 9 岐 阜 関家畜流通センター 619,632 ▲12.3
８ 8 栃 木 矢板家畜市場 611,122 ▲13.7
９ 10 北海道 ホ・北見地区総合家畜市場 602,488 ▲14.3
10 7 鳥 取 鳥取県中央家畜市場 602,063 ▲15.9
11 13 長 野 長野県中央家畜市場 601,940 ▲12.9
12 11 鹿児島 薩摩中央家畜市場 593,015 ▲15.5

2023年 黒毛和種の市場取引頭数
順位 前年順位

都道
府県 市場名 取引頭数

（頭）
前年比
増減率（％）

１ 1 北海道 ホ・十勝地区家畜市場 24,944 6.8
２ 2 北海道 ホ・南北海道家畜市場 19,426 4.3
３ 4 鹿児島 曽於中央家畜市場 15,335 0.1
４ 6 鹿児島 肝属中央家畜市場 15,097 3.8
５ 3 宮 城 みやぎ総合家畜市場 14,908 ▲2.8
６ 5 宮 崎 小林地域家畜市場 14,843 1.0
７ 7 熊 本 熊本県家畜市場 14,045 10.4
８ 8 岩 手 中央家畜市場 12,348 ▲0.4
９ 9 宮 崎 都城地域家畜市場 12,286 ▲0.5
10 11 栃 木 矢板家畜市場 9,131 2.4

18 17 鹿児島 薩摩中央家畜市場 6,887 4.2

　日本農業新聞は、2023 年
に全国の家畜市場で取引され
た子牛の取引実績を基に、畜
種別の価格・頭数をランキン
グ形式でまとめました。

薩
摩
中
央
家
畜
市
場

取
引
価
格
12
位

頭
数
18
位

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
取
引

さ
れ
た
黒
毛
和
種
の
子
牛
の
１
頭
平
均
価
格
は
、
前

年
比
15
・
5
％
安
の
59
万
3
0
1
5
円
で
し
た
。

市
場
別
の
順
位
は
昨
年
か
ら
一
つ
落
と
し
、
12
位

と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
畜
産
部
は
「
購
買
者
の
求
め
る
伸
び
し
ろ

の
あ
る
子
牛
づ
く
り
を
進
め
、
商
品
性
向
上
対
策

を
図
り
な
が
ら
市
場
の
銘
柄
確
立
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
飼
料
の
高
止
ま
り
や
枝
肉
需
要
の
不
振
が
響
き
、

全
国
96
市
場
で
取
引
さ
れ
た
一
頭
平
均
価
格
は
前

年
比
14
・
9
％
安
の
56
万
9
1
3
4
円
と
９
年
ぶ

り
に
60
万
円
を
割
り
、
9
割
強
の
市
場
で
前
年
を
下

回
り
ま
し
た
。
九
州
勢
で
は
、
宮
崎
県
が
50
位
以

内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
５
市
場
全
て
で
順
位
を
上

げ
ま
し
た
。
主
産
地
の
鹿
児
島
は
一
部
市
場
で
順

位
を
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
取
引
さ
れ
た
黒
毛
和
種
の
子
牛
頭
数
は
、

前
年
比
1
・
7
％
（
6
0
7
4
頭
）
増
の
36
万

6
8
8
7
頭
で
し
た
。
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
は

前
年
比
4
・
2
％
増
の
6
8
8
7
頭
で
、
順
位
は

18
位
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
子
牛
市
場
ラ
ン
キ
ン
グ
（
日
本
農
業
新
聞
ま
と
め
）
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第
14
回
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
女
性
組
織
協
議

会
総
会
が
５
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
あ
り
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
活
動
計
画
な
ど
議
案
４

件
を
承
認
し
、
新
会
長
に
豊
増
幸
子
さ
ん

（
さ
つ
ま
支
部
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
女
性
組
織
３
か
年
計

画
「
Ｊ
Ａ
女
性
想
い
を
ひ
と
つ
に
か
な
え

よ
う
」
の
実
践
３
年
目
。
食
と
農
を
基
軸

と
し
た
活
動
を
通
じ
、
仲
間
づ
く
り
、
組

織
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

重
点
活
動
は
、
伝
統
食
や
家
庭
の
味
の

継
承
活
動
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

回
収
運
動
、
目
的
別
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な

ど
。
ま
た
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
理
解
し
、
Ｊ
Ａ
運
営

に
も
積
極
的
に
参
画
し
女
性
の
声
を
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

新
会
長
の
豊
増
さ
ん
は
「
部
員
の
皆
さ

ん
が
毎
日
元
気
に
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
部
員
全
員
が
共

通
の
意
識
を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ

を
拠
り
ど
こ
ろ
に
地
域
や
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
女
性
の

考
え
・
感
性
を
大
切
に
し
、
活
動
の
さ
ら

な
る
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
終
了
後
は
、
築
野
食
品
工
業

株
式
会
社
、
マ
ル
球
産
業
株
式
会
社
、
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
の
３
社
に
よ
る
「
～

み
ん
な
で
愛
用
共
同
購
入
～
」
と
題
し
た

共
同
研
修
が
行
わ
れ
、
部
員
た
ち
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
会
場
内
で
は

作
業
着
な
ど
の
注
文
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
。

　
▽
副
会
長
＝
宮
元
泰
子
（
川
内
支
部
）

　
▽
会
　
計
＝
白
坂
純
子
（
伊
佐
支
部
）

　
▽
監
　
事
＝
内
村
綾
子
（
さ
つ
ま
支
部
）

　
　
　
　
　   

上
園
さ
ち
子
（
川
内
支
部
）

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
１
日
、
移
動
販
売
車
・

走
る
Ａ
コ
ー
プ
「
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
笑
味
ち
ゃ

ん
号
」
の
１
号
車
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　

１
号
車
は
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
小

売
店
の
少
な
い
地
域
や
高
齢
者
ら
の
買
い

物
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
県
経
済

連
、
㈱
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
と
一
体
と
な
っ

て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
は
週
５
日
で
、
さ
つ
ま
・
伊
佐
地

区
の
計
68
カ
所
を
回
り
ま
す
。
総
運
行
距

離
は
、
16
万
８
０
０
０
㎞
に
も
及
び
、
地

域
住
民
の
買
い
物
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
は
、
延
べ
７
０
０
０
人
が
利

用
し
、
売
上
は
１
７
０
０
万
円
を
超
え
ま

し
た
。

　
「
新
笑
味
ち
ゃ
ん
号
」
は
１
㌧
ト
ラ
ッ
ク

で
、
Ａ
コ
ー
プ
と
Ｊ
Ａ
の
移
動
販
売
担
当

者
２
人
が
乗
車
し
ま
す
。
野
菜
や
果
物
、

精
肉
、
鮮
魚
、
総
菜
、
ジ
ュ
ー
ス
、
日
用

品
な
ど
約
４
０
０
点
の
商
品
を
扱
い
ま

す
。
ま
た
、
車
内
に
陳
列
し
て
い
な
い
商

品
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
の
担
当
者
三
浦
さ
ん
は
「
回

る
地
域
や
集
落
を
考
え
て
商
品
を
積
み
込

み
ま
す
。
新
し
い
笑
味
ち
ゃ
ん
号
は
冷

蔵
の
ス
ペ
ー
ス
が
少
し
大
き
く
な
っ
た
の

で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
一
層
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
お
客
様
の
笑
顔
の
た
め
に
商
品
を
充

実
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
☆
笑
味
ち
ゃ
ん
号
登
場

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

　
　
　
女
性
組
織
協
議
会
総
会
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定期人事異動（４月１日付）　　　　　※主任級以上
■部長・考査役級

氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

白 石 周 作 総務部 部長
　兼 管理課 課長 

総務部次長
　兼 管理課 課長 

上 埜 和 平 金融部 部長
　兼 金融推進課 課長 金融部 部長   

甫 立 　 洋 共済部 部長
　兼 共済普及課 課長 

共済部 部長
　兼 共済事務課 課長 

折小野　　久 生産部 部長  総務部 総務人事課 課長 

大 村 純 一 共済部 次長
　兼 事故相談課 課長 

共済部 事故相談課 課長 
（考査役）

新 森 政 幸 生産部 次長  生産部 部長   

吉祥庵 豊 実 畜産部 次長
　兼 畜産業務課 課長 

畜産部次長 兼 畜産指導課 
課長 飼料推進専門員

久 保 正 和 総務部 総務人事課 課長 
（考査役） 薩摩支所 支所長 

■課長・調査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

田ノ上 道 夫 総合企画部 コンプライア
ンス対策課 課長 監査室  調査役 

二之宮 エ ミ 共済部 共済事務課 課長 共済部 共済事務課 係長 

内 山 達 矢 生産部 生産資材課 課長 生産部 生産資材課 調査役 
矢倉配送センター長

大 山 　 栄 畜産部 畜産指導課 課長 畜産部 畜産指導課 係長 
営農指導員 川内担当

谷 山 裕 佑 薩摩支所 支所長 金融部 金融指導課 課長 

木 場 積 幸 祁答院支所 支所長 生産部 生産資材課 課長 

書 川 道 博 水引支所 支所長 東郷支所 支所長 

市 成 　 洋 東郷支所 支所長 共済部 共済普及課 調査役 

村 松 和 弘 こしき支所 支所長 共済部 共済普及課 調査役 

山 之 口   仁 共済部 共済普及課 調査役 
さつま地区リーダー 共済部 共済普及課 課長 

久 保 悠 一 共済部 共済普及課 調査役 
川内地区リーダー

総合企画部 コンプライア
ンス対策課 課長 

南    直 樹 共済部 共済普及課 調査役 水引支所 支所長 

山 下 俊 郎 生産部 生産資材課 調査役 
矢倉配送センター長 樋脇支所 係長 経済担当

税 所 利 光 山崎支所 調査役 所長代理 
兼 店舗事務長 共済部 共済普及課 調査役 

河 野 智 和 川内総合支所 金融共済課 
調査役 店舗事務長

水引支所 係長 店舗事務長
兼融資担当

板 垣 圭 亮 水引支所 調査役 店舗事務
長 兼 融資担当

川内総合支所 金融共済課 
課長補佐 融資渉外担当

山 口 宅 永 樋脇支所 調査役 経済担当 永利支所 次長 店舗事務長
兼融資・経済担当

榎 園 正 一 菱刈支所 次長 店舗事務長 祁答院支所 支所長 

松ヶ野 晴 己 生産部 生産販売課 課長補
佐 

金融部 金融課 係長 農業
融資担当

■係長・主任級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

長 坂 千 穂 総合企画部 経営企画課 係長 生産部 営農企画課 係長 精算
事務担当

窪 園 浩 史 総務部 総務人事課 係長 総務部 総務人事課 主任 

内 田 　 大 総務部 管理課 係長 総務部 総務人事課 主任 

石 崎 友 彬 金融部 金融課 係長 店舗事務
長

東郷支所 係長 店舗事務長
兼 融資担当

枝 元 英 樹 金融部 金融推進課 運用係 係
長 金融部 金融指導課 係長 

湯 田 和 宏 金融部 金融推進課 指導係 係
長 金融部 金融指導課 係長 

中 島 槙 也 共済部 共済普及課 係長 金融部 金融課 係長 店舗事務
長

下 野 清 秀 共済部 共済普及課 係長 伊佐総合支所 金融共済課 係長 
融資担当

里  薗　かおり 共済部 共済事務課 係長 川内総合支所 金融共済課 係長 
共済担当

西 園 祐 作 畜産部 畜産指導課 係長 営農
指導員 伊佐担当

畜産部 畜産指導課 主任 営農
指導員 伊佐担当

吉 留 信 介 畜産部 畜産指導課 係長 営農
指導員

畜産部 畜産指導課 主任 営農
指導員 川内担当

折小野　健  太 川内総合支所 金融共済課 係
長 融資担当 総合企画部 経営企画課 主任 

折 橋 信 昭 永利支所 係長 店舗事務長兼
経済担当 共済部 共済普及課 係長 

上 村 理 恵 東郷支所 係長 店舗事務長 樋脇支所 係長 店舗事務長

成 枝 　 瞳 樋脇支所 係長 店舗事務長 川内総合支所 金融共済課 係長 
店舗事務長

吉 満 清 司 伊佐総合支所 総務経済課 係
長 共済部 共済普及課 係長 

井手口　隆  志 伊佐総合支所 金融共済課 係
長 融資担当 菱刈支所 係長 店舗事務長

堂 免 伊 織 羽月支所 係長 店舗事務長 菱刈支所 主任 金融共済担当

中  間　あゆみ 総務部 総務人事課 主任 総務部 総務人事課  

永 井 雅 子 総務部 管理課 主任 出納担当 共済部 共済普及課 主任 

鳥 居 千 晶 金融部 金融課 主任 金融部 金融課  

帖 佐 圭 祐 金融部 金融課 主任 融資担当 金融部 金融課  融資担当

平 石 　 百 金融部 金融課 主任 年金専門
員 金融部 金融指導課 年金専門員

久保薗　真  紀 共済部 共済普及課 主任 共済部 共済事務課 主任 

瀬戸口　萌  子 共済部 共済普及課 主任 共済部 共済普及課  

阿久根　優  花 生産部 営農企画課 主任 精算
事務担当 総務部 総務人事課  

森 園 昌 孝 生産部 生産資材課 主任 矢倉
配送センター

経済部 経済課 主任 入来給油
所

野 元 隆 雄 生産部 生産資材課 主任 伊佐
配送センター

生産部 生産資材課 伊佐配送セ
ンター

宇 都 梨 紗 生産部 農業機械課 主任 さつ
ま農機センター事務担当

生産部 農業機械課 主任 川内
農機センター事務担当

池 山 聖 也 経済部 経済課 主任 山崎給油
所

経済部 経済課 主任 菱刈給油
所

船 渡 秀 一 経済部 経済課 主任 入来給油
所

経済部 経済課 主任 山崎給油
所

耳 田 智 紀 鶴田支所 主任 経済担当 生産部 生産販売課  販売担当

堀之内　大  介 薩摩支所 主任 経済担当 祁答院支所 主任 経済担当

作 田 佳 優 祁答院支所 主任 経済担当 薩摩支所 主任 経済担当

藏 内 敏 惠 伊佐総合支所 金融共済課 主
任 共済担当

伊佐総合支所 金融共済課 共済
担当

楠原　博之

井手之上　利弘

山之口　聖明田尾　佳幸

原田　敏朗

定年退職
5名

長い間お世話に
なりました

☆楠　原　博　之　総務部長　
☆田　尾　佳　幸　共済普及課考査役
☆山之口　聖　明　こしき支所長
　井手之上　利弘　畜産業務課長
　原　田　敏　朗　鶴田支所調査役
☆が付いている方は、４月以降も嘱託職員
として引き続き勤務いたします。

新入職員代表の

児玉  龍汰さんにインタビュー！
出身地

薩摩川内市東郷町

得意科目

化学、数学、世界史

趣味

カラオケ、ビリヤード

特技

水泳

挑戦したいこと

資格取得

座右の銘
大切なのは
どの道を選ぶかより、
道をどう生きるか

自信の性格

マイペース、冷静

好きなスポーツ

弓道、水泳

好きな動物

猫

好きな食べ物

揚げ物

行きたい観光地

パリ、ローマ、スペイン
（歴史のある町）

先輩方より
一言！

　前向きに楽しみながら仕事を
していくことが一番です。
　仕事を覚えるまでは大変だと
思いますが、優しくて頼もしい
先輩たちが精いっぱい支えてい
きます。一緒に頑張っていきま
しょう！

共済事務課長と共済部長も応援してます！

こだま　　　　　　　りゅうた
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Q
あ
き
の
舞
に
つ
い
て
、
種
子
は
令
和

７
年
度
か
ら
注
文
可
能
な
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
食
味
に
つ
い
て
も
教
え
て

く
だ
さ
い
。　

A
令
和
７
年
度
よ
り
供
給
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
数
量
に
限
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
全
員
に
希
望
量
供
給
で
き
る

か
は
不
透
明
で
す
。
食
味
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
に
近
い
食
味
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

Q
米
の
出
荷
に
つ
い
て
、
予
約
外
の
出

荷
に
対
し
て
価
格
差
が
あ
る
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A
米
出
荷
契
約
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

予
約
数
量
を
把
握
す
る
事
で
有
利
な
委

託
販
売
が
可
能
と
な
る
事
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
予
約
外
米
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
仮
渡
金
決
定
時
の

米
穀
共
同
計
算
委
員
会
に
お
い
て
協
議

し
て
お
り
ま
す
。

Q
水
田
に
お
け
る
カ
メ
ム
シ
被
害
対
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

A
薬
剤
散
布
に
お
い
て
穂
揃
期
と
そ
の

後
７
～
10
日
後
の
２
回
散
布
が
基
本
と

な
り
ま
す
が
、
周
り
の
イ
ネ
科
雑
草
が

出
穂
す
る
前
に
刈
り
取
る
な
ど
耕
種
的

防
除
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

Q
米
検
査
に
つ
い
て
、
検
査
は
全
数
検

査
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　
　

A
米
の
検
査
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

産
物
検
査
法
の
標
準
抽
出
法
に
よ
り
出

荷
俵
数
に
応
じ
て
検
査
数
を
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

Q
紋
枯
病
の
発
生
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

A
箱
施
薬
剤
で
は
紋
枯
病
に
も
対
応
し

た
ス
ク
ラ
ム
箱
粒
剤
の
使
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
箱
施
薬
剤
だ
け
の
防
除
で

は
な
く
、
出
穂
前
の
基
幹
防
除
も
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
多
発
し
て
い
た
圃

場
で
は
モ
ン
ガ
リ
ッ
ト
な
ど
の
粒
剤
の

使
用
も
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。
農
薬

の
効
果
に
つ
い
て
は
適
正
使
用
量
を
守

る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

Q
な
つ
ほ
の
か
に
つ
い
て
、
収
穫
時
期

も
早
く
、
収
穫
量
も
多
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
で
栽
培
が
普
及

し
な
い
要
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
加
工
用
米
で
な
く
主
食
用
米
と
し

て
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
な
つ
ほ
の
か
は
早
期
品
種
で
あ
り
普

通
期
が
主
作
の
当
地
で
は
普
及
し
に
く

い
状
況
で
す
。
な
お
、
現
在
も
主
食
用

米
と
し
て
の
集
荷
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
取
扱
数
量
等
が
少
な
い
た
め
、

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
比
較
し
た
場
合
、
仮
渡

金
価
格
は
低
位
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q
水
稲
の
植
付
後
に
藻
が
繁
殖
し
て
水

面
を
覆
う
た
め
生
育
に
影
響
が
あ
り
ま

す
。
何
か
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。　
　

A
農
薬
で
の
対
策
と
し
て
、
モ
ゲ
ト
ン

剤
が
あ
り
ま
す
。
発
生
の
初
期
段
階
で

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
温
が

上
が
り
滞
留
す
る
と
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
一
度
水
を
全
部
落
と
し

て
入
れ
替
え
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

Q
正
組
合
員
数
は
高
齢
化
に
よ
り
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
と
し
て
対
策

は
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

A
高
齢
化
に
よ
る
離
農
、
死
亡
な
ど
の

理
由
で
脱
退
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

農
協
と
し
て
は
、
後
継
者
の
方
へ
の
経

営
移
譲
、
相
続
に
よ
る
加
入
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て
組
合

員
加
入
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Q
年
金
友
の
会
の
総
会
に
つ
い
て
、
来

年
度
は
再
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
今
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
し
て
い
る

状
況
で
し
た
。
総
会
の
再
開
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
金
友
の
会
役
員
会
で
協
議
・

検
討
を
い
た
し
ま
す
。

Q
畜
産
農
家
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
語
る
場

を
設
け
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
牛
白
血
病
対
策
基
金
の
決
算
報

告
会
の
開
催
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
対
話
に
つ
き
ま
し

て
は
、
営
農
座
談
会
を
実
施
し
て
い
る

他
、
畜
産
振
興
会
な
ど
で
も
ご
意
見
を

お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
牛
伝
染
性
リ

ン
パ
腫
に
つ
い
て
は
、
総
会
、
対
策
会
議
、

運
営
委
員
会
等
で
決
算
報
告
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

営
農
座
談
会

意
見・
要
望
に

お
答
え
し
ま
す
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Q
子
牛
価
格
の
低
迷
で
畜
産
農
家
は
非

常
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
す
。
増
頭

ば
か
り
で
は
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
増
頭
以
外
の
生
産
基
盤

の
確
立
に
向
け
た
指
導
等
を
進
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。　
　

A
飼
料
価
格
の
高
騰
、
子
牛
価
格
の
低

迷
で
畜
産
農
家
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
農
家

へ
の
支
援
、
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
家
畜
購
買
者
の
求
め
る
若
齢
で

全
躯
幅
の
あ
る
子
牛
づ
く
り
に
向
け
て

指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
牛
肉
の
消
費
拡
大
策
と
し
て
、
市
場

等
で
肥
育
農
家
の
支
援
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　

A
家
畜
市
場
開
催
時
に
牛
肉
消
費
運
動

と
し
て
牛
肉
の
普
及
拡
大
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

Q
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
お
い
て
は
、
ま

ず
資
材
等
を
他
社
よ
り
安
価
に
す
る
な

ど
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

A
予
約
注
文
を
行
う
こ
と
で
、
数
量
を

把
握
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
や
、
配
送
コ

ス
ト
等
の
抑
制
が
可
能
と
な
り
ま
す
の

で
、
注
文
書
に
よ
る
予
約
注
文
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Q
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
付

与
に
つ
い
て
、
肥
料
農
薬
を
購
入
し
て

も
加
算
ポ
イ
ン
ト
が
低
す
ぎ
ま
す
。
付

与
率
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。　

A
肥
料
農
薬
購
入
時
の
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
率
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
見
直
し
の
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

Q
ク
ロ
ー
バ
ー
に
座
談
会
等
で
出
さ
れ

た
意
見
に
対
す
る
回
答
が
掲
載
さ
れ
ま

す
が
、
検
討
し
ま
す
と
の
回
答
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果
が
分
か

り
ま
せ
ん
。
結
果
の
報
告
も
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　

A
品
目
ご
と
に
部
会
等
で
報
告
し
て
き

ま
し
た
が
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

広
報
誌
等
に
お
い
て
も
随
時
ご
報
告
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Q
営
農
座
談
会
の
参
加
者
が
と
て
も
少

な
い
の
で
、
開
催
日
時
等
も
含
め
て
組

合
員
が
参
加
し
や
す
い
開
催
方
法
の
検

討
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。　
　
　

A
座
談
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
場
毎

の
参
加
者
数
を
勘
案
し
な
が
ら
会
場
集

約
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、
遂
次
場
所
や
参
加
し
や

す
い
時
間
帯
で
の
開
催
等
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Q
遊
休
資
産
と
な
っ
て
い
る
旧
羽
月
支

所
は
、
売
り
に
出
し
て
い
る
の
で
す
か
。

A
旧
羽
月
支
所
は
、
購
入
希
望
者
が
あ

り
ま
し
た
ら
売
却
処
分
を
前
提
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

Q
種
子
の
自
由
購
入
が
２
，
３
年
後
か

ら
可
能
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
本

当
で
し
ょ
う
か
。

A
稲
、
麦
、
大
豆
等
の
種
子
は
主
要
農

作
物
種
子
法
に
基
づ
き
栽
培
、
流
通
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年
に
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
鹿

児
島
県
に
お
い
て
は
健
全
な
種
子
を
守

る
た
め
、
同
法
に
準
ず
る
条
例
が
制
定

さ
れ
、
現
在
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
栽
培
、

流
通
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
種

子
の
購
入
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
取

引
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
日
本
農
業
新
聞
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
新

品
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
腐

病
に
強
い
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
普
及
し
て
い
か
れ
ま
す
か
。

A
該
当
品
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
研

機
構
開
発
で
利
用
許
諾
契
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
組
合
で
は
加
工

原
料
で
出
荷
し
て
い
る
為
、
取
引
先
が

推
奨
す
る
品
種
の
普
及
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
現
時
点
で
は
普
及
の
予
定

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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×
　わたしたち JA グループは、「持続可能な開発のた
めの 2030 アジェンダ」に賛同し、SDGs の達成に
向けて、事業・活動に取り組みます。
　各ニュースには、取り組み内容に関連した目標を
アイコンで表示しています。

　
伊
佐
市
転
入
教
職
員
着
任
式
が
4
月
９

日
、
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。

　
地
元
農
産
物
を
食
べ
て
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
頑
張
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
は
市
内
の
小
・
中
学
校
に
赴
任
し

た
教
職
員
47
人
に
、
特
産
の
「
伊
佐
米
」

を
贈
り
、
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
田
口
雅
之
常
務
が
出
席
し

「
Ｊ
Ａ
と
教
職
員
の
皆
様
と
協
力
し
合

い
、
子
供
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
伊
佐
の
風
土
や
食
文
化
に
も

是
非
触
れ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

転
入
教
職
員
に
２
㌔
入
り
の
「
伊
佐
米
」

を
贈
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
の
贈
り
物
に
転
入
教
職
員
も

大
喜
び
。
「
子
ど
も
た
ち
に
学
校
が
楽
し

い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
。
伊

佐
市
の
お
い
し
い
も
の
を
沢
山
食
べ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
」
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

転
入
教
職
員
に

伊
佐
米
を
贈
呈

おいしい伊佐米を
食べて頑張ります！

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
４
月
５
日
、
６
日

の
２
日
間
、
さ
つ
ま
町
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場

で
、
第
39
回
春
期
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
を

開
き
ま
し
た
。
北
さ
つ
ま
・
あ
い
ら
・
鹿
児
島

い
ず
み
の
３
Ｊ
Ａ
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
初
日
の
５
日
に
は
開
会
式
が
開
催
さ
れ
、
春

田
組
合
長
は
「
農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ス
ト
低

減
な
ど
組
合
員
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
農
業

機
械
事
業
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
必
要
と
す
る
農
機
や
資
材
を
手
に

取
り
、
熱
心
に
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
展
示
会
で
は
目
玉
商
品
と
し

て
、
農
家
の
声
を
取
り
入
れ
て
開
発
さ
れ
た
農

機
や
、
共
同
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
農
機
の

コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

第
39
回
Ｊ
Ａ
農
業
機
械

春
季
大
展
示
会

街
頭
立
哨
で
交
通

安
全
よ
び
か
け

小雨の中でしたが
多くの来場者で賑わいました

　
「
ゆ
ず
り
あ
い　
愛
が
あ
ふ
れ
る　
鹿

児
島
路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
春
の

交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
～
15
日
ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
期
間
中
、
通
勤
・

通
学
の
時
間
に
街
頭
立
哨
を
行
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
組
合
員
・
地
域
住
民
の
模
範

と
な
る
よ
う
、
組
織
を
あ
げ
て
交
通
安
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
動
期
間

中
の
４
月
8
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
近

く
の
交
差
点
で
は
、
雨
の
降
る
中
職
員
が

「
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
」
「
家
族
の

た
め
に
無
事
故
で
帰
宅
」
な
ど
の
の
ぼ
り

旗
を
持
っ
て
並
び
、
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ドライバーに
安全運転を呼びかけました
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
で
は
、
冬
春
ト
マ

ト
が
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
20
人
超
の
ト
マ
ト
農
家
が
冬
春
ト
マ
ト

を
栽
培
し
て
お
り
、
今
期
は
５
０
０
ト

ン
、
１
億
３
０
０
０
万
円
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
養
液
栽
培
を
筆
頭
に
８
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
定
植
、
10
月
に
は
出
荷
を
始
め
て

い
ま
す
。
今
年
は
暖
冬
で
年
内
に
多
く
出

荷
さ
れ
、
生
り
疲
れ
と
な
り
ま
し
た
。
ト

マ
ト
の
樹
勢
が
弱
ま
り
、
１
～
３
月
の
出

荷
量
は
例
年
の
60
％
と
な
り
ま
し
た
が
、

改
善
し
つ
つ
あ
り
、
４
月
以
降
の
出
荷
量

は
上
向
き
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
冬
春
ト
マ
ト
は
瑞
々
し
く
肉
厚
で
、
酸

味
も
控
え
め
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
直
営
の
ち

く
り
ん
館
に
も
、
も
ぎ
た
て
の
冬
春
ト
マ

ト
が
並
び
、
冬
春
ト
マ
ト
を
目
当
て
に
訪

れ
る
方
も
多
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
薩
摩
川
内
市
宮
内
町
の
新
田
神
社
で
4

月
20
日
、
「
早
馬
祭
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
勅
使
殿
前
で
「
鈴
懸
け
馬
踊
り
」
が
奉

納
さ
れ
、
ポ
ニ
ー
３
頭
と
農
耕
馬
１
頭
の

４
頭
が
、
太
鼓
や
三
味
線
の
賑
や
か
な
囃

子
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
良
く
軽
快
に
踊
り

ま
し
た
。　

　
色
鮮
や
か
な
花
や
布
、
郷
土
玩
具
の
ポ

ン
パ
チ
を
飾
っ
た
鈴
懸
け
馬
の
愛
ら
し
い

姿
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ
た
見
物
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
「
早
馬
祭
」
は
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

牛
馬
の
健
康
、
商
売
繁
盛
を
願
う
伝
統
行

事
で
、
島
津
義
弘
の
朝
鮮
出
兵
の
凱
旋
祝

い
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
馬
」
な
ど
と
昔
か
ら
地
元
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
記
念
写
真
撮
影
が
行

わ
れ
、
子
供
た
ち
が
代
わ
る
が
わ
る
、
お

だ
や
か
な
鈴
懸
け
馬
と
並
ん
で
撮
影
を
楽

し
み
ま
し
た
。

冬
春
ト
マ
ト出荷

最
盛
期

新
田
神
社　
早
馬
祭

佐志選果場で箱詰め中の冬春トマト

飾りを付けた鈴懸け馬

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る 

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」 

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井

シ
ェ
フ
永
井
のの

      
      

お
す
す
め

お
す
す
め

「
ア
サ
リ
と

　
ザ
ー
サ
イ
の 

　 

ピ
リ
辛
あ
え 

」

作り方
（1）ボウルにBを混ぜ合わせて合わせだれを

作る。
（2）さらにAを入れてあえる。
（3）皿に盛り付け、上に糸とうがらしとち

ぎった韓国のりをちらし出来上がり。

材料（2人分）
　むきアサリ（湯通しする）…………100g 
　白髪ネギ……………………………  1本分 
　キュウリ（千切り）………………… 2本分 
　ザーサイ（みじん切り）…………大さじ3
　黒酢  ………………………………大さじ1 
　ごま油  ……………………………小さじ2 
　白ゴマ  ……………………………小さじ1 
　しょうゆ  …………………………大さじ1 
　コチュジャン  ……………………小さじ2 
　サンショウ  ………………………1つまみ 
糸とうがらし ……………………………適宜 
韓国のり  …………………………………2枚

A

B
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茶の生産者が取り組む「お知らせ旗」について
　「お知らせ旗」とは、鹿児島県内の茶生産者で組織する鹿児島県茶生産協会の取り組みで、令
和3年度から県下一斉に取り組んでいますが、黄色の「お知らせ旗」を設置することで、「収穫直
前」であることを知らせ、農薬の飛散防止対策に努めるものです。取り組んだ茶生産者や、茶園
に隣接する野菜や飼料などを栽培する生産者からは、「収穫時期が分かるので農薬散布に気をつ
けるようになった」「農薬飛散防止対策として効果があると思う」など、概ね好評でした。
茶園に隣接する生産者には、本取組を理解いただき、ご協力をお願いします。

「お知らせ旗」の取り組みが、他品目にも拡大・波及し、地域一体と
なった「信頼される産地づくり」につながることを期待します。
　　　　　　　問い合わせは、ＪＡ北さつま生産販売課（0996-53-1387）へ。

開始時期 令和6年一番茶（3月下旬頃）から

取り組みの
概要

黄色の「お知らせ旗」を、収穫10日前から収穫
が終わるまで茶園に設置して「収穫直前」であ
ることをお知らせします。

防除する際は、風向きに留意するなど農薬の飛
散防止にご協力ください。

生産者　各位
北さつま農業協同組合

令和４年産　米穀共同計算結果について（お知らせ）
　ＪＡ北さつま米穀共同計算委員会が令和６年３月２７日に開催され、令和４年産米について、下記の通り精算する
ことが決定しましたので報告いたします。

記

令和４年産普通期米収支　（もち米・加工用米を除く委託販売分）

１ 集荷数量 246,378袋

２ 精算財源

令和３年産　残金（Ａ） 4,701,374円

販売代金合計　　（Ｂ） 1,646,471,500円

仮渡金等合計　　（Ｃ） 1,582,071,103円

差引（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ） 69,101,771円

３ 精算単価・金額 １袋あたり250円 61,594,500円
（250円×246,378袋）

４ 次年度産米繰越金 7,507,271円

◆追加精算額　
　（250円×出荷数量）
◆振込日
　令和６年３月29日
◆精算金額について
　米代金の振込口座をご確認下さい。

※追加精算額より販売手数料3.3％が
　控除されます。

※令和４年産　米穀共同計算の結果に基づき、追加精算いたしました。

◆問い合わせ先◆
本所  生産販売課　    0996-53-1387
川内営農センター　 0996-27-0172
伊佐営農センター　 0995-24-2610
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こちら営農情報局!

表１ 作業時期の目安（田植え時期に合わせて準備しましょう）

準備するもの〔10 ａ当たり〕
①種もみ（乾燥籾）：4㎏ ②育苗箱：18 ～ 20 箱 ③培土：約 80
㎏（育苗培土なら１箱当たり約 4㎏）④食塩水（水 10ℓに食塩 1.3
㎏）⑤寒冷紗または太陽シートとビニールシート（古マルチなど）
⑥種子籾ネット⑦消毒・播種時の農薬
表２ 消毒・播種時の農薬（農薬登録内容内での目安）
※ラベルをよく確認して使用してください。

作業工程
１. 種もみの準備
① 塩水選
　水 10ℓに食塩 1.3㎏を混ぜ良くかき混ぜます。その食塩水に種
もみを投入し浮いた種もみを除去します。沈んだ種もみを回収し、
すぐに十分な水洗を行いましょう。
② 種もみの消毒
　水 20ℓにモミガードＣ水和剤 100g とスミチオン乳剤 20cc
を混用し良くかき混ぜます。塩水選後の種もみをネットに入れ、
薬剤を混用した液に 24 時間浸種します（薬剤の稀釈は表 2 を参
考）。種もみを消毒後は水洗いせず日陰で半日～1日風乾させます。
③ 浸種～催芽
　消毒（風乾）後の種もみを水に 4 ～ 5 日間浸けて出芽を促しま
す（積算水温 100 ～ 110℃が目安）。昼と夕方にかき混ぜること
で催芽むらを抑えることができます。※ハト胸程度の催芽が、全
体で 80％程度を目安とします。

２. 播種作業
①床土
　育苗箱に半分の高さになるよう床土（培土）を投入し、ならし
板などで表面を水平にならします。この時に床土を固めないよう
に注意する。※床土が多すぎると、覆土が少なくなり浮き苗の原
因になります。
②種まき
　１箱当たり催芽籾で 160g ～ 180g を目安に播種します。※厚
播きは、浮き種（たこ足）や病害の発生原因になりやすいです。
③かん水（苗立枯病の予防）
　種まき後にダコレート水和剤 500 倍液またはタチガレエース
Ｍ液剤 1000 倍液のどちらかを 500ml をかん水します。※表２
を参考
④覆土
　かん水した液剤が十分引いてから種もみが十分隠れるように覆
土しましょう。※浮き苗を防ぐためにかん水後種もみが沈んでか
ら覆土しましょう。また覆土後はかん水しません。

３. 出芽～
① 出芽作業（積重ね）
　播種後、清潔な場所に 10cm 程度浮かせるように台木などの上
に 10 段～ 13 段程度に重ねシート等（光を通さない物）で覆い
ます（30℃を超えないように注意する）。催芽や環境にもよりま
すが 3 日程度で出芽します。0.8 ～ 1.8cm になったら苗箱を広
げます。
② 寒冷紗の場合
　日当たりの良い場所を選び置床面は平らにしておき、乾いてい
る場合は湿りがある程度で散水しておきま
す。
　ベタ掛け、トンネル被覆のどちらを選ん
だ場合でも広げた時から、かん水作業が始
まります。ベタ掛けの場合、朝一やかん水
後に芽が寒冷紗突き抜けていることあるの
で寒冷紗を動かし、芽を隠して下さい。
③ 太陽シート（ポリシャイン）の場合
　日当たりの良い場所を選び置床面は平らにしておき、乾いてい
る場合は湿りがある程度で散水しておきます。苗箱を並べるとき
に乾燥している場合は軽くかん水します。出芽作業を抜いて直接
太陽シートによる方法は出芽が３日程度遅くなります。

④ 被覆除去（寒冷紗・太陽シート）
　苗が全長 6cm ～ 8cm（地際部～第 1 葉が 4cm）になったら
思い切って被覆を除去しましょう。徒長させすぎても軟弱になり
やすく、初期生育が悪かったり、分けつが少なくなったりします。
被覆を剥いだ時の苗は日光に当たればヤケてしまうほど弱いで
す。曇天や少雨、夕方に被覆を除去しましょう。被覆除去後は水
分吸少量が増えるので、乾燥に注意しながら十分にかん水しま
しょう。また、かん水時にはホースに残っている温水が抜けてか
ら苗に掛けましょう。

⑤田植え前
　箱施薬剤を 1 箱当り 50g をムラ無く散布しましょう。田植 3
日前の散布が最も効果が安定します。
　移植同時や、播種同時を行う場合は 10a 当り 1kg 散布。あら
かじめ散布機の調整を行っておきましょう。
※表 3 以外の箱施薬剤では使用時期など異なる場合があるので注
意してください。   
表３ 箱製薬剤表

※農薬を使用する際は、登録内容、安全使用上の注意を確認して
使用してください。

園芸

生産販売課
初田　悠一郎

水稲育苗について

品　種　名 塩水選・
種子消毒 播　種　日 田植え日 収穫期の目安

あきほなみ 5月20 ～ 25日 5月25 ～ 31日 6月15 ～ 20日 10月20日頃

ヒノヒカリ 5月25 ～ 31日 6月1 ～ 5日 6月20 ～ 25日 10月10日頃

さつま絹もち 5月25 ～ 31日 6月１～ 5日 6月20 ～ 25日 10月12日頃

品　種　名 種子消毒(24時間種子浸漬) 播種時（苗立枯病）
※どちらか1剤

農薬名 《混用》
モミガードC水和剤 スミチオン乳剤

ダコレート
水和剤

タチガレエース
Ｍ液剤

倍　率 200倍 1,000倍 500倍 1,000倍

水10リットル 50g 10cc 20g 10mℓ

水20リットル 100g 20cc 40g 20mℓ

　作物において育苗は全体の作業の中でも時間と手間が掛かります。水稲に
おいても大事な作業であり、最終的には収量に大きく影響します。丈夫で良い
苗を作りましょう。

商品名 対象病害虫

防人箱粒剤
いもち病
ウンカ類
コブノメイガ

スクラム箱粒剤

いもち病
紋枯病
ウンカ類
コブノメイガ
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◆
先
日
、
川
内
川
の
土
手

に
わ
ら
び
を
採
り
に
行
き

ま
し
た
。
3
年
日
記
を
つ

け
て
い
て
、
昨
年
の
を
参

考
に
し
て
行
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
は
成
長
が
早
い

の
か
、
先
客
が
い
て
だ
い

ぶ
採
っ
た
後
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
、
握
り
こ
ぶ

し
大
の
が
二
束
採
れ
ま
し

た
。
早
速
、
掃
除
を
し
、

タ
ン
サ
ン
を
入
れ
、
熱
湯

を
か
け
て
、
一
晩
置
き
、

翌
日
お
ひ
た
し
に
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

私
は
冷
や
し
て
食
べ
る

の
が
好
き
で
す
。
こ
れ
と

い
っ
て
特
別
に
美
味
し
い

も
の
で
も
な
い
で
す
が
、

季
節
の
物
と
し
て
毎
年
食

べ
て
い
ま
す
。
次
は
大
好

き
な
フ
キ
の
佃
煮
を
作
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

70
代
後
半
・
女
性

◆
お
友
達
に
早
堀
り
タ
ケ

ノ
コ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
刺
身
に
し
た
り
、
卵
と

じ
に
し
て
、
た
い
へ
ん
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町70

代
前
半
・
女
性

　

◆
老
後
の
楽
し
み
に
実
の

な
る
木
を
植
え
て
い
ま
す
。

小
さ
い
畑
に
野
菜
も
植
え
、

出
来
栄
え
は
良
く
な
い
で

す
が
、
収
穫
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
市

50
代
後
半
・
女
性

◆
昨
年
は
入
院
を
し
、
Ｊ

Ａ
共
済
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
何
事
も
備
え
が
大
事

で
す
ね
。

　
さ
つ
ま
町70

代
前
半
・
女
性

◆
害
獣
と
格
闘
す
る
毎
日

で
す
。
庭
先
の
小
菜
園
は

も
ち
ろ
ん
、
玄
関
の
花
ま

で
鹿
が
食
べ
に
来
ま
す
。

　
伊
佐
市60

代
後
半
・
男
性

◆
山
桜
が
満
開
に
な
り
毎

日
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

花
々
が
咲
く
の
も
楽
し
み

で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

80
代
後
半
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！
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①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は5月27日㈪。（クイズの応募
で取得した個人情報については、こ
れ以外には使用いたしません）

応募方法

３月号当選者発表 ４月号の解答

当選者は6月号で発表します。

　３月号「パズル？頭の体操」当
選者は次の方々に決まりました。
おめでとうございます。

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
陰暦の 5 月のこと
棋聖、天元、本因坊といえば
ワインやウイスキーはこれ
話題となるような出来事
ギョーザのたれに入れる辛い調味料
指揮者が振るもの
家臣が仕えます
村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの言
葉は五月雨（さみだれ）です
目には――山ホトトギス初ガツオ（山
口素堂）
遠くの親類より近くの――
1 と -1 の中間点

アルバイトの――試験を受けた
黄色に黒いしま模様がある猛獣
ご――の良い日にお越しください
ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
味を感じ取ります
沖縄では5月中に――入りすること
が多いですね
ゴールデンウイークのホテルは、―
―客で混雑しそう
魚偏に占と書く魚
凸という字の音読みは
早く実る稲は早稲（わせ）、遅いも
のは
ポケットの中でチャリチャリと鳴る
ことも
相撲の取組を数えるときに使う言葉
衣服のしわをのばします

1
4
6
7
8

10

11

13
14
16

17

19
20

1
2
3
4
5
9

11
12

13

15
18

▽藤﨑静子さん

▽武　敬子さん

▽西　睦子さん

▽河野貴美男さん

▽小関和子さん

▽田畑恵美子さん

▽西原礼子さん

▽山﨑惠美子さん

▽竹田千鶴子さん

▽福岡正美さん

理事会だより

フ リ ー ジ ア

　　第1回理事会を3月28日に開きました。
次の事項について協議し、すべて承認され
ました。

【議　案】
①令和5年度　固定資産減損会計について
②一般貸倒引当金の計上に係る貸倒実績　
   率補正の要否について
③令和5年度末　資産査定結果について
④令和5年度における税効果会計について
⑤令和5年度ＬＰガス使用世帯等支援事業
　補助金について
⑥令和5年度末　決算検討について
⑦令和5年度末　剰余金処分について
⑧令和6年度　コンプライアンス実践計画

について
⑨令和6年1月　営農座談会意見集約につ
　いて
⑩組合員等表彰について
⑪定款の一部変更について
⑫定款附属書総代選挙規程の一部変更に
　ついて
⑬規約の一部変更について
⑭パートタイマー就業規則の一部改正に
　ついて
⑮管理規程別表1「組織機構図」の一部変
　更について
⑯余裕金運用等にかかるリスク管理手続
　きについて
⑰令和6年度　余裕金運用方針について
⑱JA北さつまグループホーム運営規程の
　一部改正について
⑲JA北さつま小規模多機能ホーム運営規
　程の一部改正について
⑳JA北さつま訪問介護運営規程の一部改
　正について
㉑訪問型サービス運営規程の一部改正に
　ついて
㉒組合員の貸付について
㉓組合と理事との契約について
㉔固定資産取得（リース）について
㉕組合員・利用者本位の業務運営に関する

取組方針制定について
㉖肉用牛組織的導入（預託）事業の契約
　更新について
㉗有限会社川内くみあい福祉センターの
　役員構成について
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

M
ay. 2024

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー

5

ＪＡ北さつま　除草剤フェア 令和６年６月30日（日）まで！
是非この機会にお買い求めください！

500ml 2Ｌ 5Ｌ 10Ｌ
通常価格（円） 2,244 7,139 16,687 29,997

フェア価格（円） 2,000 6,500 15,300 27,500

500ml 1L 2Ｌ 5.5L 20L
通常価格（円） 2,200 4,389 6,666 13,123 45,001

フェア価格（円） 2,000 3,800 6,100 12,000 41,200

500ml 2.2Ｌ 10Ｌ
通常価格（円） 3,014 9,768 39,666

フェア価格（円） 2,700 9,000 36,300

500ml
通常価格（円） 3,740

フェア価格（円） 3,400

根まで枯れないタイプ

雨に強く、土に優しい

根まで枯れないタイプ

効果発現が早く

農作業に安全!!

根まで枯らしたい!!

そんな方へオススメ

長期間、雑草の

発生を抑えたい!!
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